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※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

令和04年06月24日(金)

商工振興課 担当係 商工振興係 管理番号 3728起業家支援事業

活力とにぎわいにあふれるまち

商工業の振興

令和2年度

商工費 商工費

市内での起業・創業を目指す者

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

２．事業費（投入コスト）

区分 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事
業
費 地方債 0 0

2,512,000 4,838,482 5,609,000

・補助制度の周知

年度別計画

4,849,000 5,871,000

事務事業評価表
１．基本事項

大項目

小項目

3

市内産業の振興及び活性化を図ることを目的として、市内で新たな起業が行われることを後押しする。
市内で新たに起業した者に対し、その起業に要する経費の一部について補助する。

担当課

県支出金 0 0 0 0 0 0

0

0

0

2,512,000

商工業振興費

事務事業

1

事業概要

8,737,000

0

0

決算額

国支出金

中項目 2 雇用とにぎわいを生み出すまちづくり

0 0

0 0 0 0

3,000,000

0 0 0 0 0

4,838,482 5,609,000 5,592,120

単位：円

6,121,600

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

4,612,330 7,873,462

2,100,330 3,034,980

0.27 0.39 0.43 0.66 0.56

8,989,230

3,380,230

0.56

4,553,555

13,290,555

5,369,760 4,346,673

10,961,880 10,468,273

令和4年度

6,121,600

前年度決算額（円）

一般会計

目

総
合
計
画

主要プロジェクト 2 シニアが輝くふかやプロジェクト

深谷市補助金等の交付に関する規則
深谷市起業家支援事業補助金交付要綱根拠法令

個別計画等

事業区分 ■ □

目的
※何のために

起業家支援事業

市内中小企業全体が活力を維持していくため

対象
※誰・何を対象に

市内商工団体

区分 款

手段
※どのように

起業家支援事業補助金制度の周知ＰＲ、補助金の交付

成果
※何を求めるか

市内での起業及び創業が促進される

項

作成日

細事業名

令和3年度

事務事業を
構成する
予算事業

5,592,120 6,121,600 0

・補助制度の周知 ・補助制度の周知・起業
気運醸成活動

・補助制度の周知・起業
気運醸成活動

・補助制度の周知・起業
気運醸成活動

・補助制度の周知・起業気
運醸成活動

8,737,0006,337,000 8,512,000

本事業の
主な業務

執行体制

起業家育成・支援



実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

　

３．評価指標
目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

0

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

件

単
位

15 15 15 15

025 35

評価者 商工振興係長　福島　敬

区分 評価の観点 評価 評価理由

４．観点別評価

令和
4年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

令和
2年度

令和
3年度

15

26

36

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できている
か。
・民間委託や他事業との統合・連携が可
能か。

本事業は深谷商工会議所、ふかや市商工会、埼玉県産業振興公社、市内金融
機関との連携により創業支援を実施している。「創業サポート窓口」の設置
や、「創業塾」・「創業セミナー」の開催などに加えて、経営指導員や専門
家による個別支援などのトータルサポートを効率的に実施している。

A

A

深谷商工会議所、ふかや市商工会、公益財団法人埼玉県産業振興公社（創
業・ベンチャー支援センター埼玉）と協力し、創業支援を行っている。３６
件の創業を支援できた。

成果

件

実績値

目標値

実績値

目標値

35
成果指標１

評価理由・指標数値の推移
商工団体等の協力を得ながら市内における起業を促している。令和３年度は
３６件と増え、年々継続して多くの起業を支援できている。

0

36

19 26 25

19

起業を志す人すべてを支援するために目標値は設定できない。　/　当該年度末日実績

評価評価の観点区分

　

目標値

実績値

区分

起業相談件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

起業家支援補助金申請件数 目標値

実績値
　

　
目標値

実績値の算出式

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 商工振興係長　福島　敬

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動



□ ①拡充,重点化(コスト投入) □委託化等の検討

■ ②現状のまま継続 □成果向上のための改善

□ ③見直して継続 □効率化のための改善

□ ④目的達成による終了 □事業規模の縮小

□ ⑤廃止を検討 □他の事務事業と統合

７．改善改革プラン・今後の課題

令和4年度に実施する
改善・改革案

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

８．評価指標グラフ

創業支援等事業計画に基づき、商工団体等により創業塾等を開催いただいている。さらに起業家支
援補助金の利用により、起業にかかる資金の一部を補助し、深谷市での起業を後押ししている。

６．所属長評価（今後の方向性）

５．前年度改善改革プラン達成状況

市内で新たな事業が生まれることは、市内商工業の活性化に有益である。引
き続き、商工団体等と協力して起業家支援を継続していく。

令和2年度の評価を受けて
設定した改善・改革案

達成状況及び
その効果

商工団体等との連携や補助金の効果もあり、３６件の支援実績となった。

評価者 商工振興課長　岩田　展雄

評価の内容説明

3728事務事業 起業家支援事業 担当課 商工振興課 担当係 商工振興係 管理番号

区分 活動指標１ 指標名 起業相談件数

令和5年度以降に取り組む
改善・改革案・今後の課題

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

区分 成果指標１ 指標名 起業家支援補助金申請件数
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平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値
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40

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

上記を実施するための具体的な取組内容は？


